
 

 

令和２年１２月１１日 

令和２年度第２回都市計画審議会 参考資料２ 

第 3章 ４．計画の目標 新旧対応表 
新 旧 

意見 ペー

ジ 

内容 ペ ー

ジ 

内容 

計画の目標 
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５１ 

■市民の協力により創出する緑化面積 

現況値（H28～R1年度の平均）   将来目標値（R3～R12の平均） 

412.9㎡／年         →  433.5㎡／年 

 

■１人あたりの都市公園面積 

現況値（R2.3.31現在）            将来目標値（R12年度） 

5.3㎡／人                    →  7.0㎡／人 

 

■市民参加による緑づくり事業の参加人数 

現況値（R1年度実績）             将来目標値（R3～R12年度の累計） 

50人            →  500人 

 

■緑化の推進に関する満足度 

現況値                             将来目標値（R12年度） 

（H30年度実績 市民意識調査） 

0.43                         →  0.83 

 

■自宅周辺の公園が利用しやすいと感じる市民の割合 

現況値               将来目標値（R12年度） 

（H30年度実績 市民意識調査） 

43.2％             →  51.4％ 

 

■自分が守りたい森林を保全していくために、必要な手入れ作業（下草刈り、間伐、清掃等）

に参加したいと思う市民の割合 

現況値               将来目標値（R12年度） 

（H30年度実績 アンケート調査） 

54.9％            →  59.3％ 
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３．緑地の確保目標 

 

①緑地の保全及び緑化の目標 

・平成３２年においても、市内の緑地率を概ね４０％確保する。 

 

②緑地の保全及び緑化の推進のための施策に関する事項 

・緑地の保全及び緑化の推進のための施策は、本緑の基本計画で示した施策の実現化に向けて、

今後、市民・事業者・行政が協働して推進していくこととする。 

 

③都市公園の整備の方針その他保全すべき緑地の確保及び緑化の推進に関する事項 

・平成３２年には一人あたりの都市公園面積を概ね７㎡となるよう、身近な歩いていける公園づ

くりを推進する。 

 

 



 

 

令和２年１２月１１日 

令和２年度第２回都市計画審議会 参考資料２ 

第５章 地域別 緑の取組 新旧対応表 
新 旧 

意

見 
ペー

ジ 

内容 ペー

ジ 

内容 

地域別緑の取組 
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＜西小学校区＞ 

【公園・緑地等】 

・梅森台公園や野方三ツ池公園等、市民の憩いの場、健康増進等に寄与する公園・緑地については、

施設利用の安全確保を最優先に行いつつ、公園・緑地の魅力向上や緑の質を高めていきます。 

【緑化】 

・地域の愛着を高めるために、生垣の設置や庭木の捕植、プランター緑化等、身近な生活空間に新

たに質の高い緑を創出します。 

【緑の保全】 

・生物多様性への配慮や農業体験を通じて、緑の持つ機能を最大限発揮できるよう活用しながら、

緑の保全を進めます。 

・生物多様性への配慮 

・天白川沿いや野方三ツ池公園等で、市民が主体となって企画や参加できるイベント開催を促進し

ます。 

【水とみどりのネットワーク】 

・天白川では、「水とみどりの軸」やこれとつながる幹線道路の歩道空間を活用し、快適な移動空間

を有する歩行者・自転車ネットワークの形成を図ります。合わせて、これと連動しながら、憩い

の場やにぎわい創出の場となるような“たまり空間”等の確保を検討します。 

・河川沿いの緑化等を促進することで、散策する人が四季を感じることができ、また、そこに住ま

われる方が地域により愛着をもてるようにします。 

 

＜東小学校区＞ 

【公園・緑地等】 

・レクリエーション拠点として位置づける日進市総合運動公園等については、既存の機能を維持し

つつ、緑の質を高めていきます。 

・市民の憩いの場、健康増進等に寄与する公園・緑地については、施設利用の安全確保を最優先に

行いつつ、緑の質を高めていきます。 

・東部丘陵地の自然公園的活用について、市民、行政、専門家、企業等と協働して検討します。 

【緑化】 

・あじさいの植栽等、身の回りの緑化を進め、地域に愛着をもてるようにします。 

【緑の保全】 

・天白川や川沿いの農地を含めた環境教育の場づくりやビオトープの場として活用し、実現に当た

っては、若い世代の力の導入を促進します。 

・「源流域元気」の考え方を普及させるための環境学習や体験講座の機会を創出し、水辺の環境を守

るための活動の輪を広げます。 

【水とみどりのネットワーク】 

・天白川については、水とみどりの軸として、地域住民の交流を促進するための歩行者・自転車ネ

ットワークとしての活用を図ります。 
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【自然景勝・里山田園エリア（主に市街化調整区域）】 

「農地を保全しよう！」 

・市内全域の農用地を対象に、市民・農協・農家・行政が協働で保全活用のための組織づくりを

進める。 

・市内の主要地区の農地（主として水田）については、市民・農協・農家・行政が協働で広がり   

 のある農地の保全を図る。 

・市内の農地では、幹線道路沿道での農産物の直売所の設置を促し、農業公園等の設置を進める。 

 

「東部丘陵を保全しよう！」 

・東部丘陵を保全するために緑地保全地域の指定に向け、関係機関に働きかける。 

・東部丘陵を市民が散策等で利用できるようにし、環境重視型の活用を図り、東部丘陵の良さを

市民の間に広める。 

 

「ため池を保全しよう！」 

・良好な景色や自然環境（植物や生物）が残るため池及びその周辺では、市民、管理者、行政が

協働して緑の保全や水質浄化等を図り、大人も子どもも楽しめるため池となるように検討す

る。 

・川沿いや農地等を結ぶ散歩道とため池を結び、散策コースの見所のひとつとなるように検討す

る。 

 

「社寺の緑を保全・再生しよう！」 

・社寺の樹林及び周辺に田園がある場合は、一体で考え、身近な緑として保全を図る。 

 

「新しい里山を創ろう」 

・良好な景色があり、緑の美しい樹林では、税制面での優遇措置等を検討し、里山空間の保全を

図る。 

・市域全域で、バランス良く配置された、身近な（住宅地から歩いていける範囲）里山空間の創

出を図る。 

・収穫物を得ることが出来るような、楽しみながら活動できる里山空間の創出を図る。 

 

「民有地に緑を増やそう！」 

・道路沿いの民有地や大規模な駐車場については、土地所有者による緑化推進を促す。 

・公共用地（道路や公園等）に接する空地や荒地においては、土地所有者と相談して了解が得ら

れた場合には、緑化の推進を促す。 

・緑化や管理、緑化推進に係わる補助、荒地の放置に対する指導、樹木の伐採に係わる認定等に

関する（仮称）緑化推進条例の制定を図る。 

・民有地の緑化に関する市民の意識改革を図るＰＲ方法を検討し、実施するよう努める。 

・緑化重点地区を指定し、生垣や庭木により民有地のグリーンベルト化を図る。 
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＜北小学校区＞ 

【公園・緑地等】 

・身近な公園・緑地については、楽しいイベントの実施や公園マップによる紹介、公園の愛称募集、

公園利用者による手入れ等を通じて、愛着心を育みます。 

【緑化】 

・身近な生活空間に新たに質の高い緑を創出するために、緑の持つ多様な機能について紹介し、意

識啓発の推進を図ります。 

【緑の保全】 

・緑の持つ多様な機能を体験し、大人も子どもも楽しめるイベントを実施することで、緑の保全に

ついて意識啓発します。 

・北高上緑地については、生物多様性の保全を意識し、生物と人が共存できる空間となるように努

めます。 

【水とみどりのネットワーク】 

・岩崎川や天白川では、「水とみどりの軸」やこれとつながる幹線道路の歩道空間を活用し、快適な

移動空間を有する歩行者・自転車ネットワークの形成を図ります。合わせて、これと連動しなが

ら、憩いの場やにぎわい創出の場となるような“たまり空間”等の確保により、岩崎川の公園的

活用について検討します。 

 

＜南小学校区＞ 

【公園・緑地等】 

・区画整理事業は緑豊かな地域となるよう検討し、また、創出される公園は、快適で地域のシンボ

ルとなるようにします。 

【緑化】 

・駅前の緑化を推進し、緑のサポーターの募集や緑に関わる仕組みづくりについて、市民参加の場

や機会づくりを増やします。 

【緑の保全】 

・民地の緑の管理については、ボランティアが手助けして質の高い緑の管理を行う等、緑に関わる

仕組みづくりを検討します。 

・ホタルの保全や農地活用を通じて緑の大切さを実感し、緑の保全につなげていきます。 

【水とみどりのネットワーク】 

・天白川や高松池では、「水とみどりの軸」やこれとつながる幹線道路の歩道空間を活用し、快適な

移動空間を有する歩行者・自転車ネットワークの形成を図ります。合わせて、これと連動しなが

ら、憩いの場やにぎわい創出の場となるような“たまり空間”等の確保を検討します。 

 

＜相野山小学校区＞ 

【公園・緑地等】 

・東部丘陵地西部地区については、周辺の自然環境を活かしつつ、本市が抱える行政課題の解決に

つながる公園等の整備を検討します。 

・市民の憩いの場、健康増進等に必要な公園・緑地については、施設利用の安全確保を最優先に行

いつつ、緑の質を高めていきます。 

【緑化】 

・身近な生活空間の緑を適切に維持管理し、質の高い緑を創出していきます。 

【緑の保全】 
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【市街地緑化推進エリア（主に市街化区域）】 

「緑の顔づくりを進めよう！」 

・市の玄関口となる駅周辺（赤池・日進・米野木駅等）や、市民が多く集まる場所（市役所周辺

等）では、デザインやセンスあふれる緑で構成する空間づくりを進める。 

・緑の顔づくりの場所では、大木となる樹木を育て、後世につなげる取り組みを進める。 

・日進市全体が緑の顔となるよう、公共施設、企業地、民有地の全てで敷地内緑化および建物緑

化の推進を図る。 

 

「緑を増やそう！緑を創ろう！」 

・公共用地や公園では、積極的に緑化を進める。 

・学校では、家庭菜園をつくり、緑とのふれあいや、育てる楽しみを育成する。 

・民有地や事業所等では、建物の壁面や屋上緑化も含めて緑化を推進するよう促す。 

 

「地域力で緑を守り育もう！」 

・個人の家から見える範囲の緑（里山・街路樹・花等）について、住民が管理する機会（イベン

ト等）を創出する。 

・市民が、自分の身の周りでは四季折々の草花等を育み、まずは自ら始め、周辺と連動しながら

グループ化し、個人から地域、地域から市全体へと広げていくよう促す。 

 

「水と緑をつなぎ、散策することが楽しいまちにしよう！」 

・天白川や愛知池等の親水空間、緑地、公園、ため池、里山等緑のある道を結び、散歩道づくり

を進める。 

・土の上を歩ける、草のある道等、特徴ある散歩道づくりを進める。 

・道路緑化や民有地の緑化を推進し、緑や花が感じられるような道づくりを進める。 

・（仮称）出合いの森の整備については道路や河川の整備に合わせて検討する。 

 

「地域を育む街の公園を創ろう！」 

・現在ある公園の他に、昔からの木々が茂っている土地を借地あるいは土地取得し保全を図る。 

・交通上、安心してアクセスできる公園づくりを進める。 

・子どもから高齢者まで、安心して快適に過ごせる身近な公園づくりを進める。 

・地域を活性化する公園づくりを進める。 

 

「緑に係わる機会を増やそう！」 

・ビオトープ空間を設け、緑や土のある場所の生物を市民が感じられるように進める。 

・学校や公園、街路樹等を対象として、市民が植樹や管理を行う機会を増やすよう努める。 

・緑の中心地（候補地：北高上緑地）、緑のシンボルを整備し、多くの人が集い、緑に係わる機会

を増やすよう進める。 

・緑地見学会や緑の大切さが感じられる学習会の開催を進める。 

・身近な公共用地や借地等で、住民一人ひとりが自分の木や花を決めて植え、育む運動を推進す

る。 
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・大学や五色園と北新町等、自然や田舎体験、交流イベントを通じた連携を進め、地域で緑の保全

を図ります。 

・東部丘陵地については、生物多様性の保全を意識し、生物と人が共存できる空間となるように努

めます。 

【水とみどりのネットワーク】 

・岩崎川では、「水とみどりの軸」やこれとつながる幹線道路の歩道空間を活用し、快適な移動空間

を有する歩行者・自転車ネットワークの形成を図ります。合わせて、これと連動しながら、憩い

の場やにぎわい創出の場となるような“たまり空間”等の確保を検討します。 

 

＜香久山小学校区＞ 

【公園・緑地等】 

・株山中央公園や水晶山緑地等、市民の憩いの場、健康増進等に寄与する公園・緑地については、

施設利用の安全確保を最優先に行いつつ、公園緑地の魅力度や緑の質を高めていきます。 

【緑化】 

・公園・緑地を快適に利用できるように、花壇の活用や楽しいイベントの実施と合わせて、雑草や

犬のふん害対策を行います。 

【緑の保全】 

・四季が感じられるような街路樹の適切な管理により、都市と自然のバランスに配慮した緑の保全

を図ります。 

 

＜梨の木小学校区＞ 

【公園・緑地等】 

・米野木中央公園や街区公園等、市民の憩いの場、健康増進等に寄与する公園・緑地については、

施設利用の安全確保を最優先に行いつつ、公園の魅力度や緑の質を高めていきます。 

・魅力ある公園づくりや地域の公園をネットワークさせる計画や運営についての検討を行います。 

【緑化】 

・地域の緑や自然を活用することに合わせて、身近な生活空間において緑化を促進します。 

【緑の保全】 

・農園や樹林がある小学校を中心として、地域と学校との連携を進めることで緑の保全を図ります。 

・地域の緑や自然を活用し、多くの人が楽しく気楽に参加できる組織づくりや、緑に係る運営から

緑に関わる住民を増やします。 

 

＜赤池小学校区＞ 

【公園・緑地等】 

・レクリエーション拠点として位置づける上納池スポーツ公園については、既存の機能を維持しつ

つ、公園の魅力度や緑の質を高めていきます。 

・市民の憩いの場、健康増進等に必要な公園・緑地については、施設利用の安全確保を最優先に行

いつつ、緑の質を高めていきます。 

・行きたくなる公園づくりを進めるために、自分事で公園づくりを考え、公園利用のルールづくり

やきれいな維持管理、花壇のオーナー制度の検討等を地域主体で行います。 

【緑化】 

・民間施設の屋上緑化や壁面緑化等の促進、身近に質の高い緑がある良好な居住環境の形成を図り

ます。 
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・緑の普及啓発につながる募金や各種講座を実施します。 

【緑の保全】 

・天白川や休耕地の安全性に配慮した有効活用を通して、緑の保全を図ります。 

【水とみどりのネットワーク】 

・天白川では、「水とみどりの軸」やこれとつながる幹線道路の歩道空間を活用し、快適な移動空間

を有する歩行者・自転車ネットワークの形成を図ります。合わせて、これと連動しながら、憩い

の場やにぎわい創出の場となるような“たまり空間”等の確保を検討します。 

 

＜竹の山小学校区＞ 

【公園・緑地等】 

・弁天池公園や街区公園等、市民の憩いの場、健康増進等に寄与する公園・緑地については、施設

利用の安全確保を最優先に行いつつ、花いっぱい運動による公園の魅力度の向上や緑の質を高め

ていきます。 

【緑化】 

・花いっぱい運動を学校や公共施設、道路へのプランター設置と合わせて、身近な生活空間にも取

り入れて地域で花のあるまちを推進します。 

【緑の保全】 

・「自分事」という意識を持つことや学校や子どもの参加の推進、開発と緑のバランスに配慮した緑

のまちづくりを行うことで、緑の保全につなげていきます。 

 

 


